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最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
輝
か
し

い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
町
政
と
主
な
出
来
事
を

振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
３
月
に
は
「
奥
霧
島
地
域
商
社

ツ
ナ
ガ
ル
た
か
は
る
株
式
会
社
」

が
発
足
し
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
納

税
を
推
進
し
な
が
ら
特
産
品
の
開

発
・
販
売
事
業
か
ら
開
始
し
、
本

町
の
課
題
と
向
き
合
い
な
が
ら

様
々
な
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
台
風
14
号
に
よ
り
、
常
盤
台
水

源
地
の
山
林
が
崩
壊
し
、
広
範
囲

に
渡
り
断
水
が
発
生
し
ま
し
た
。

断
水
の
間
、
町
民
の
皆
様
に
多
大

な
ご
不
自
由
を
お
掛
け
し
ま
し
た

が
、
地
元
業
者
や
多
く
の
皆
様
の

ご
支
援
に
よ
り
こ
の
窮
地
を
乗
り

切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
経
験
を
活
か
し
、
町
民

の
皆
様
へ
安
全
な
水
を
安
定
的
に

供
給
す
る
た
め
に
新
た
な
水
源
の

確
保
な
ど
も
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　
町
内
で
は
、
後
継
者
不
足
な
ど

様
々
な
理
由
か
ら
廃
業
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
事
業
所
が
増
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
第
三
者
に
よ
る
事
業

承
継
を
進
め
、
パ
ン
屋
、
書
店
、

ラ
ー
メ
ン
店
な
ど
で
承
継
が
成
立

し
、
若
者
の
移
住
と
起
業
が
進
み
、

町
活
性
化
に
弾
み
が
つ
い
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
民
間
の
動
き
と
し
て
は
、
平
成

23
年
の
新
燃
岳
噴
火
か
ら
休
業
し

て
い
た
町
内
の
温
泉
施
設
が
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
本
町
の
観
光
振
興

に
と
っ
て
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
12
月
に
は
町
内
で
複
合
商
業
施

設
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
町
民

に
と
っ
て
買
い
物
が
し
易
い
環
境

が
整
い
、
雇
用
促
進
、
観
光
面
、

な
ど
の
好
影
響
が
期
待
で
き
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
コ
ロ
ナ
の
終
息
は
未

だ
見
え
ず
、
昨
年
の
12
月
９
日
に

宮
崎
県
は
感
染
警
戒
レ
ベ
ル
を

「
医
療
緊
急
警
報
」
に
引
き
上
げ

ま
し
た
。
更
に
原
油
高
、
物
価
高

に
よ
る
影
響
も
あ
り
、
町
民
は
大

き
な
不
安
を
抱
え
な
が
ら
の
日
常

が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
時

期
こ
そ
町
職
員
が
一
丸
と
な
り
、

町
民
生
活
の
安
定
に
尽
く
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
も
少
子
高
齢
化
・
人
口
減

少
へ
の
対
応
、
各
産
業
の
振
興
、

高
原
病
院
の
経
営
改
革
、
学
校
の

統
廃
合
な
ど
を
始
め
、
諸
課
題
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、「
高
原
町

民
の
誰
も
が
住
み
続
け
な
が
ら
豊

か
さ
と
幸
せ
を
実
感
で
き
る
町
」

を
目
指
し
、
町
政
運
営
に
ま
い
進

し
て
参
り
ま
す
。

　
今
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
平

穏
で
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
こ

と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
令
和
５
年
の
新
年
を
お

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
先
行
き
が
不
透
明
な
中
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が

原
油
や
物
価
の
高
騰
に
拍
車
を
か
け
、

町
民
の
皆
様
や
事
業
者
へ
大
変
厳
し

い
生
活
状
況
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
ま
た
９
月
の
台
風
14
号
に
伴
う
記

録
的
な
豪
雨
で
、
本
町
に
お
い
て
は
、

大
規
模
な
山
林
崩
壊
に
よ
り
水
源
地

が
多
量
の
土
砂
と
倒
木
に
よ
り
甚
大

な
被
害
を
受
け
、
町
内
の
約
７
割
の

世
帯
が
10
日
間
に
わ
た
り
断
水
す
る

な
ど
、
町
民
生
活
に
大
き
な
影
響
が

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
現
在

も
仮
設
送
水
管
で
の
水
の
供
給
で
あ

り
、
本
復
旧
が
待
た
れ
る
状
況
で
す
。

　
水
道
施
設
の
復
旧
に
昼
夜
御
尽
力

い
た
だ
い
た
町
内
業
者
・
関
係
者
の

方
々
に
議
会
と
し
て
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
さ
て
、
10
月
に
鹿
児
島
県
で
開
催

さ
れ
た
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進

会
で
は
宮
崎
牛
が
４
回
連
続
と
な
る

内
閣
総
理
大
臣
賞
を
獲
得
。
高
校
・

農
業
大
学
校
の
部
で
は
小
林
秀
峰
高

校
が
２
位
と
な
る
快
挙
を
成
し
と
げ

ま
し
た
。
農
場
が
高
原
町
内
に
あ
り
、

出
場
者
は
高
原
町
の
２
名
の
生
徒
で

あ
り
ま
す
。
畜
産
の
ま
ち
高
原
に
と

っ
て
素
晴
ら
し
い
出
来
事
で
あ
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
年
末
の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
日
本
代
表
の
活

躍
に
日
本
中
が
沸
い
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
町
内
で
も
、
12
月
９
日
に

町
民
が
心
待
ち
に
し
て
い
た
複
合

商
業
施
設
Ｌ
ａ
Ｌ
ａ
き
り
し
ま
が

オ
ー
プ
ン
し
、
ま
た
中
央
商
店
街

に
つ
い
て
も
、
３
店
の
空
き
店
舗

が
継
業
に
よ
り
営
業
が
始
ま
る
な

ど
、
活
気
が
戻
っ
て
お
り
ま
す
。

町
内
各
地
で
も
カ
フ
ェ
な
ど
新
し

い
事
業
も
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　
観
光
で
は
、
御
池
皇
子
港
の
再
開

発
や
皇
子
原
公
園
の
屋
根
付
き
大
型

遊
具
の
設
置
、
神
武
の
館
が
親
子
向

け
の
施
設
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
な

ど
、
週
末
に
は
多
く
の
観
光
客
等
で

に
ぎ
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

旧
サ
ン
ヨ
ー
フ
ラ
ワ
ー
温
泉
が
新
た

な
事
業
者
に
よ
り
再
開
す
る
見
通
し

で
あ
る
な
ど
、
行
政
と
民
間
が
連
携

し
、
町
の
魅
力
が
さ
ら
に
ア
ッ
プ
す

る
明
る
い
話
題
も
多
く
、
大
変
喜
ば

し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
本
町
の
喫
緊
の
課
題
に
目

を
向
け
ま
す
と
、
高
原
病
院
の
経
営

問
題
、
小
中
学
校
の
統
合
・
校
舎
建
設
、

庁
舎
の
耐
震
性
の
確
保
な
ど
、
公
共

施
設
に
対
し
て
も
多
く
の
課
題
が
山

積
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
に
、
議
会
に
お
い
て
は
、「
公

共
施
設
の
在
り
方
検
討
特
別
委
員

会
」
に
お
い
て
、
町
民
の
皆
様
が
必

要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
・
持

続
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
、　
引
続

き
、
町
民
の
皆
様
の
声
を
し
っ
か
り

と
お
聞
き
す
る
中
で
、
町
当
局
と
議

論
を
重
ね
、
と
も
に
創
意
工
夫
と
英

知
を
結
集
し
課
題
解
決
に
努
力
し
、

よ
り
一
層
活
発
な
議
会
活
動
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
を
願
い

つ
つ
、
新
し
い
年
が
穏
や
か
な
年
と

な
る
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
し
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。
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快
挙
を
成
し
と
げ

ま
し
た
。
農
場
が
高
原
町
内
に
あ
り
、

出
場
者
は
高
原
町
の
２
名
の
生
徒
で

あ
り
ま
す
。
畜
産
の
ま
ち
高
原
に
と

っ
て
素
晴
ら
し
い
出
来
事
で
あ
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
年
末
の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
日
本
代
表
の
活

躍
に
日
本
中
が
沸
い
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
町
内
で
も
、
12
月
９
日
に

町
民
が
心
待
ち
に
し
て
い
た
複
合

商
業
施
設
Ｌ
ａ
Ｌ
ａ
き
り
し
ま
が

オ
ー
プ
ン
し
、
ま
た
中
央
商
店
街

に
つ
い
て
も
、
３
店
の
空
き
店
舗

が
継
業
に
よ
り
営
業
が
始
ま
る
な

ど
、
活
気
が
戻
っ
て
お
り
ま
す
。

町
内
各
地
で
も
カ
フ
ェ
な
ど
新
し

い
事
業
も
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　
観
光
で
は
、
御
池
皇
子
港
の
再
開

発
や
皇
子
原
公
園
の
屋
根
付
き
大
型

遊
具
の
設
置
、
神
武
の
館
が
親
子
向

け
の
施
設
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
な

ど
、
週
末
に
は
多
く
の
観
光
客
等
で

に
ぎ
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

旧
サ
ン
ヨ
ー
フ
ラ
ワ
ー
温
泉
が
新
た

な
事
業
者
に
よ
り
再
開
す
る
見
通
し

で
あ
る
な
ど
、
行
政
と
民
間
が
連
携

し
、
町
の
魅
力
が
さ
ら
に
ア
ッ
プ
す

る
明
る
い
話
題
も
多
く
、
大
変
喜
ば

し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
本
町
の
喫
緊
の
課
題
に
目

を
向
け
ま
す
と
、
高
原
病
院
の
経
営

問
題
、
小
中
学
校
の
統
合
・
校
舎
建
設
、

庁
舎
の
耐
震
性
の
確
保
な
ど
、
公
共

施
設
に
対
し
て
も
多
く
の
課
題
が
山

積
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
に
、
議
会
に
お
い
て
は
、「
公

共
施
設
の
在
り
方
検
討
特
別
委
員

会
」
に
お
い
て
、
町
民
の
皆
様
が
必

要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
・
持

続
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
、　
引
続

き
、
町
民
の
皆
様
の
声
を
し
っ
か
り

と
お
聞
き
す
る
中
で
、
町
当
局
と
議

論
を
重
ね
、
と
も
に
創
意
工
夫
と
英

知
を
結
集
し
課
題
解
決
に
努
力
し
、

よ
り
一
層
活
発
な
議
会
活
動
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
を
願
い

つ
つ
、
新
し
い
年
が
穏
や
か
な
年
と

な
る
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
し
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。
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Town　Topics

民生民生委員・児童委員が決まりました
　

　12 月１日、民生委員・児童委員が一斉改選され、新人 14 人を含む 29 人に厚生労働大臣からの委嘱状が交付され

ました。任期は３年間です。民生委員・児童委員は、社会福祉の増進のために、地域住民の立場から生活や福祉全般に

関する相談、援助等を行っています。お気軽にご相談ください。退任・就任された方々は次のとおりです。（敬称略）

【退任された方】
上別府　美智子
矢野　ひとみ
黒澤　光男
谷川　久子
入佐　睦子
重信　律子
折尾　雄二

【就任された方】
宮田　信子
鴨　　町子
飯田　千代子
日高　三千代
鴨　昭教
木田　信吉
真方　和子
久保田　綾子
永友　たつ子
脇田　順子
山下　登代子
南郷　勇次
田爪　美保子
末永　千代子

北狭野区
南狭野区
中平区
上・下後川内区
西広原区
上広原区
上麓区

花堂・小塚区
蒲牟田区
蒲牟田区
北狭野区
南狭野区
祓川区
湯之元区
中平区
上後川内区
上・下後川内区
下後川内区
西広原区
上広原区
下広原区

塩月　優子
豊丸　いづみ
楠元　良助
手島　香代子
林　道子
荒殿　康光
黒田　悦子

髙原　絹代
大迫　典子
塚田　久美子
川野　典子
尾上　茂子
岡元　有子
芝田　啓介
中嶋　みよ子
小久保　順子
丸山　憲章
竹之内　政秀
有村　辰夫
織田　龍治
樋口　和夫
村田　經典

上麓区
下麓区
下麓区
出口区
鹿児山区
並木区
並木区

下広原区
上麓区
上麓区
下麓区
下麓区
下麓区
出口区
出口区
鹿児山区
鹿児山・川平区
並木区
並木区
花堂・常盤台区
町内全域
町内全域

LaLaLaLa きりしま内事業者と協定を締結

　11 月 30 日、本町と高原町複合商業施設 LaLa きりしま内

事業者の株式会社エイコー建設（LaLa きりしまハッピーマ

ルシェ）、ダイレックス株式会社及び株式会社常喜（SUMOMO 

ベーカリー高原店）が協定書調印式を行いました。

　これは、災害時に町民が必要とする生活必需品等を町の要

請に基づき調達し、提供いただくものです。なお、株式会社セ

ブン－イレブン・ジャパンは、既に宮崎県と包括的な災害協

定を締結しており、有事の際には同様の協力をいただけます。

若手若手経営者支援のマッチングイベント

　11 月 25 日から 26 日にかけて、町内の若手経営者と副業

で経営支援にあたる人材（以下、副業専門人材）のマッチング

イベントが開催され、若手経営者９名と副業専門人材 10 名

が参加しました。

　今後は、マッチングが成立した副業専門人材からの経営支

援を受けながら、若手経営者の事業課題解決に取り組みます。

令和５年３月に実績報告会を開催し、その結果をお知らせす

る予定です。

まちのわだい

植栽植栽を通して地域の交流を深める

　11 月 24 日、高原中学校１年生と鹿児山区住民など約 90

名が、県道 29 号線から鹿児山区のおてらん場に続く沿路に

あじさいやシャリンバイ、つつじなどの植栽を行いました。

　この取組は、ふるさと教育の一環で、植栽を通して地域住

民との交流や景観美化を図り、郷土愛を育むことを目的と

しています。植栽後には、地域商社ツナガルたかはるが豊味

うどんと協力して、鹿児山区で収穫した赤そばを使用した

そばの振る舞いが行われました。

新た新たな特産品が完成
　

　11 月 24 日、障害者支援施設あさひの里くり園にて、新商

品お披露目会が行われました。　

　これは、コロナ禍による影響を受けた物産販売事業者等

の支援及び開発に伴う雇用創出を図ることを目的とした町

の補助事業を活用し、観光協会主導のもと、あさひの里と食

品製造会社が共同で開発を行いました。新商品に使用する

栗、柚子、こんにゃく芋は、あさひの里で栽培、収穫、加工さ

れたもので、食品製造会社が製造を行っています。

皇子皇子原公園花いっぱいプロジェクト

　11月23日、高原町ボランティア連絡協議会の協力のもと、

約40名の方が参加され「皇子原公園花いっぱいプロジェク

ト第１弾」と題し、園内の遊歩道やゴーカート乗り場周辺

などにヒガンバナの球根を植えました。

　植えられた球根は、狭野小学校をはじめ、町内外の多く

の方から寄贈していただいたものです。皇子原公園では、

今後も花いっぱいの公園を目指し様々なプロジェクトを実

施する予定です。

高原町い高原町でワーケーションを楽しむ
　

　11月 22日から 23日にかけて、ロシアのウクライナ侵攻に

伴い、日本に避難されてきたウクライナ人女性のドジューク・

タチアナさんが、オンラインコミュニティ「おむすびチャンネ

ル」の主催者である岡本広樹さん（タチアナさんの日本におけ

る身元保証人）とともに、地域商社ツナガルたかはるが案内す

るワーケーションに参加されました。牛の餌やりや、精米など

の農業体験を通して日本の地域文化にふれ、大変感動されて

いました。
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矢野　ひとみ
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谷川　久子
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中平区
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豊丸　いづみ
楠元　良助
手島　香代子
林　道子
荒殿　康光
黒田　悦子

髙原　絹代
大迫　典子
塚田　久美子
川野　典子
尾上　茂子
岡元　有子
芝田　啓介
中嶋　みよ子
小久保　順子
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織田　龍治
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下麓区
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下麓区
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鹿児山区
鹿児山・川平区
並木区
並木区
花堂・常盤台区
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LaLaLaLa きりしま内事業者と協定を締結

　11 月 30 日、本町と高原町複合商業施設 LaLa きりしま内

事業者の株式会社エイコー建設（LaLa きりしまハッピーマ

ルシェ）、ダイレックス株式会社及び株式会社常喜（SUMOMO 

ベーカリー高原店）が協定書調印式を行いました。

　これは、災害時に町民が必要とする生活必需品等を町の要

請に基づき調達し、提供いただくものです。なお、株式会社セ

ブン－イレブン・ジャパンは、既に宮崎県と包括的な災害協

定を締結しており、有事の際には同様の協力をいただけます。

若手若手経営者支援のマッチングイベント

　11 月 25 日から 26 日にかけて、町内の若手経営者と副業

で経営支援にあたる人材（以下、副業専門人材）のマッチング

イベントが開催され、若手経営者９名と副業専門人材 10 名

が参加しました。

　今後は、マッチングが成立した副業専門人材からの経営支

援を受けながら、若手経営者の事業課題解決に取り組みます。

令和５年３月に実績報告会を開催し、その結果をお知らせす

る予定です。
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広原広原小学生が「広っ子米」を販売
　

　12 月 19 日、広原小学校の５年生が、役場と教育委員会に

もち米「広っ子米」を販売するために訪問しました。

　今年は、総合的な学習の時間で６月に保護者の協力を得な

がら、子どもたち全員が参加して田植えをし、11月に稲刈り

を行いました。

　当日は、自分たちの手で育てて収穫したもち米をたくさん

の方々が買い求める姿に、笑顔で販売を行っていました。

全国全国の企業が高原町と地域商社を応援

　12 月 20 日、会員 29 社からなる企業版関係人口づくり推

進協議会が設立されました。これまで、地域商社ツナガルた

かはるは高原町と連携してワーケーション事業を実施して

おり、この事業を通じて繋がりを持った企業と情報発信や

ネットワーキングを継続的に行うための協議会となります。

　今後は、本町を社員研修の場に選んでいただいたり、課題

解決のプレーヤーとしての活動や企業版ふるさと納税で貢

献していただくなど、様々な関わり方を創出していきます。

新年ん新年への願いを込め書と貼り絵の奉納

　12月 17 日、狭野神社において、御代替わり奉祝実行委員会

（高原町観光協会、高原町商工会、地域商社ツナガルたかは

る）、狭野神社及び高原中学校が協働し、「令和」及び「年賀」の

書並びに「桜」の貼り絵の奉納式が行われました。

　改元時に山頂で揮ごうした令和の書に加え、高原中学校の

日髙弘大さんが執筆した年賀の書と全校生徒が来年の抱負

の漢字一文字を書いた紙を張り合わせ作成した桜の貼り絵

を生徒会長の芝田航さんが代表で奉納しました。

「人権「人権の花」運動における感謝状を贈呈
　

　12月 16 日、「人権の花」運動の令和４年度実施校となった

高原中学校と後川内中学校に、町及び宮崎地方法務局都城支

局、都城人権擁護委員協議会から感謝状の贈呈を行いました。

　この運動は、花苗の育成を通じて、子どもの情操をより豊

かにし、基本的人権の尊重の精神を身につけてもらうことを

目的としており、両校は６月に贈呈された花苗を協力し合い

ながら育成することで、命の大切さや相手への思いやりとい

う人権の大切さを学びました。

まちのわだい

体験体験型スマホ教室を開催

　12月14日、ソフトバンク株式会社の職員を講師に迎えて、

キャッシュレス決済の体験型スマホ教室が中央茶飲み場で

開催されました。株式会社セブン-イレブン・ジャパンにご

協力をいただき、当日は参加者８名が２班に分かれて、町

内の店舗で実際に現金チャージからお買い物までを体験さ

れました。参加者からは、「その場で講師から直接教えても

らい、より理解が深まった」、「これをきっかけにキャッシ

ュレス決済を利用していきたい」などの声が聞かれました。

高原高原町サウナ大使に為末大さんが就任
　

　12月10日、元陸上選手でスポーツコメンテーターなどとし

て活躍する為末大さんに高原町サウナ大使を委嘱しました。

　これは、町が関係人口増加のために取り組むワーケー

ション事業に為末さんが参加することになり、高原町サウ

ナ大使の役務を依頼したところ快諾してくださったもので

す。自治体がサウナ大使を委嘱するのは全国で初となりま

す。今後は、温泉やサウナの魅力、炭酸泉など本町魅力発

信に務めていただきます。

SDGsSDGs 講演会を開催

　12月10日、高原町商工会にて町主催の「SDGs講演会～エ

シカル消費ってなに？～」が開催されました。

　この講演会は、町が推進しているSDGsの理念や目標を啓

発していくことを目的に開催されたもので、エシカルコン

シェルジュの川越幸子さんを講師に迎えて、SDGsや環境、

社会に配慮した消費行動についてお話いただきました。訪

れた方は自身の普段の消費行動を振り返りながら、熱心に

聞き入っていました。

高原町い高原町消防団団長の就任
　

　12月１日、瀬戸山文男さん（下麓区）が高原町消防団団

長に就任いたしました。

　瀬戸山団長は、中央部や本部で幹部を歴任され、前団長

の中嶋利彦さんの御逝去後は団長代行として全団の指揮統

率を行ってきました。瀬戸山団長は、「最期まで現場復帰を

望んでいた故中嶋前団長の遺志を引き継ぎ、安全安心な高

原町を守るための中核になる組織として、全団員を挙げて

消防防災活動に精進していきたい」と話されました。

広報たかはる 6



Town　Topics

広原広原小学生が「広っ子米」を販売
　

　12 月 19 日、広原小学校の５年生が、役場と教育委員会に

もち米「広っ子米」を販売するために訪問しました。

　今年は、総合的な学習の時間で６月に保護者の協力を得な

がら、子どもたち全員が参加して田植えをし、11月に稲刈り

を行いました。

　当日は、自分たちの手で育てて収穫したもち米をたくさん

の方々が買い求める姿に、笑顔で販売を行っていました。

全国全国の企業が高原町と地域商社を応援

　12 月 20 日、会員 29 社からなる企業版関係人口づくり推

進協議会が設立されました。これまで、地域商社ツナガルた

かはるは高原町と連携してワーケーション事業を実施して

おり、この事業を通じて繋がりを持った企業と情報発信や

ネットワーキングを継続的に行うための協議会となります。

　今後は、本町を社員研修の場に選んでいただいたり、課題

解決のプレーヤーとしての活動や企業版ふるさと納税で貢

献していただくなど、様々な関わり方を創出していきます。

新年ん新年への願いを込め書と貼り絵の奉納

　12月 17 日、狭野神社において、御代替わり奉祝実行委員会

（高原町観光協会、高原町商工会、地域商社ツナガルたかは

る）、狭野神社及び高原中学校が協働し、「令和」及び「年賀」の

書並びに「桜」の貼り絵の奉納式が行われました。

　改元時に山頂で揮ごうした令和の書に加え、高原中学校の

日髙弘大さんが執筆した年賀の書と全校生徒が来年の抱負

の漢字一文字を書いた紙を張り合わせ作成した桜の貼り絵

を生徒会長の芝田航さんが代表で奉納しました。

「人権「人権の花」運動における感謝状を贈呈
　

　12月 16 日、「人権の花」運動の令和４年度実施校となった

高原中学校と後川内中学校に、町及び宮崎地方法務局都城支

局、都城人権擁護委員協議会から感謝状の贈呈を行いました。

　この運動は、花苗の育成を通じて、子どもの情操をより豊

かにし、基本的人権の尊重の精神を身につけてもらうことを

目的としており、両校は６月に贈呈された花苗を協力し合い

ながら育成することで、命の大切さや相手への思いやりとい

う人権の大切さを学びました。
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ほほえみ館通信
　健康に関するわだいをお届けします　『自分の健康は自分で守りましょう』

運動教室のご案内！！運動教室のご案内！！

【お問い合わせ先】ほほえみ館健康づくり推進係（☎42－４８２０）

　ほほえみ館では、和室や健康増進室を利用して、「肩こり腰痛予防教室」や「トレーニングコース」を実施していま

す。コロナ禍で生活様式の変化により、運動不足や睡眠障害、ストレスなどから肥満や高血圧、糖尿病などの生活習慣

病のリスクが高まっています。生活習慣病は自覚症状がなく進行していきます。運動を行い、生活習慣病の予防及び

改善を図るとともに、より一層の健康の保持増進・体力増強につなげてみませんか？ご利用をお待ちしております。

※注意事項※

　医師の判断で運動に制限のある方は、利用できません。

　令和３年度以降、利用のない方につきましては、新規利用となります。新規利用につきましては、利用開始前

に下記連絡先までご連絡ください。また、トレーニングコースにつきましては、混雑する時間帯があります。運

動教室の利用にあたり、教室の内容・変更・中止・再開等を「高原町メールサービス」「高原町ホームページ」「高

原町のライン公式アカウント」にてご案内いたします。

　なお、利用の際は、新型コロナウイルス感染症対策に、ご理解・ご協力をお願いします。

対 象 者

開催日時

受 講 料

肩こり腰痛予防教室

　ストレッチ、ダンベル・ラバー等を使った肩こり予防・転倒予防運動をインストラクター

等がわかりやすく指導します。体力診断システムを利用し個人の体力レベルを診断します。

30歳以上の高原町民

水曜日 ： ９時 30分～ 11 時 30分

金曜日 ： ９時 30分～ 11 時 30分

※水曜日か金曜日のどちらかで利用指定しています。

無料

内　　容

対 象 者

開催日時

受 講 料

トレーニングコース

町民の方：１回 100 円　　町外在住者で町内に勤務の方：１回 200 円

※10 回分と 20 回分のチケットも購入できます。

18歳以上の高原町民および高原町内に勤務されている方　※ただし、高校在学者を除く

火曜日 ： 17 時 30分～ 21 時 00分

木曜日 ： 17 時 30分～ 21 時 00分

土曜日 ： 13 時 00分～ 18 時 00分

※ストレッチ教室の時間帯を除き、時間内であればいつでも利用できます。（１回 90 分以内）

内　　容

★　インストラクターによる 15 分ストレッチ教室

　火曜日・木曜日　18 時 30 分～　　　　土曜日　14 時 00 分～

　※希望者に応じて実施。都合により中止・変更する場合があります。ストレッチ実施中

　　はトレーニングコースの受付はできません 。

★　個人に応じたトレーニングプログラムを作成。エルゴやトレッドミル等の 10 種類以上

　のマシンを使ったトレーニング方法をインストラクター等がわかりやすく指導します。

  01  01   02  02

  03  03   04  04

  05  05

お問い合せ先お問い合せ先

　特殊詐欺による被害が全国的に増加しており、県内においても被害者数、被害額ともに増加の傾向に

あります。西諸管内でも特殊詐欺に遭われ被害を受けた方がいます。特殊詐欺には、次のように様々な

詐欺形態があります。

　　　　   還付金詐欺
　税金の還付等に必要な手続きを装って被害者にＡ

ＴＭを操作させ、口座間送金により財産上の不法の

利益を得る手口です。

　「還付金がある」「ＡＴＭで手続きができる」は詐欺

を疑いましょう！

〇ＡＴＭでお金が返ってくることはありません。

〇電話でお金の話が出たら、家族に相談しましょう。

　　　　架空料金請求詐欺
　未払いの料金があるなど架空の事実を口実とし金

銭等をだまし取る（脅し取る）手口です。

　「コンビニで電子マネーカードを買って、カード番

号を教えて」は詐欺を疑いましょう！

〇ハガキなどにある連絡先には連絡しない。

〇「現金送れ」「コンビニで電子マネーを買って」とい

　う案内は相手にしない。

〇個人情報や暗証番号を教えない。

　　　　オレオレ詐欺
　親族、警察官、弁護士等を装い、親族が起こした事

件・事故に対する示談金等を名目に金銭等をだまし

取る（脅し取る）手口です。

　「携帯番号が変わった」「風邪引いた」は詐欺を疑い

ましょう！

〇個人情報や暗証番号を教えない。

〇電話をかけてきた家族に自分から電話して確認す

　る。

　　　　預貯金詐欺
　県や市町村などの自治体や税務署の職員などと名

乗り、医療費などの払い戻しがあるからと、キャッシ

ュカードの確認や取替の必要があるなどの口実で自

宅を訪れ、キャッシュカードなどをだまし取る手口

です。

　「払戻金がある」「キャッシュカードを取り替える

必要がある」は詐欺を疑いましょう！

〇おかしいなと思ったら家族に相談しましょう。

　　　　キャッシュカード詐欺盗
　最近非常に被害が増加している詐欺で、警察官な

どと偽って電話をかけ、「キャッシュカード（銀行口

座）が不正に利用されている」「預金を保護する手続

きをする」と、うその手続きを説明した上で、キャッ

シュカードをすり替えるなどして盗み取る手口です。

　「口座が悪用されている」「キャッシュカードを確

認しに行く」は詐欺を疑いましょう！

〇個人情報や暗証番号を教えない。

〇おかしいなと思ったら家族に相談しましょう。

　このほかにも、融資保険金詐欺、金融商品詐欺、ギャ

ンブル詐欺、交際あっせん詐欺などの手口もあります。

　甘い言葉には用心を。このような電話や郵便物・メー

ルなどは「詐欺」を疑ってください。

〇「デートするだけでお金がもらえる」はウソ！

〇ハガキなどにある連絡先には連絡しない。

〇融資のために「保証金が必要」は詐欺。

〇「必ず儲かる」などうまい話はない。

〇「必ず当たる」「事前にわかる」はウソ！

〇お金を払う前に、家族に相談しましょう。

　このほかにも、融資保険金詐欺、金融商品詐欺、ギャ

ンブル詐欺、交際あっせん詐欺などの手口もあります。

　甘い言葉には用心を。このような電話や郵便物・メー

ルなどは「詐欺」を疑ってください。

〇「デートするだけでお金がもらえる」はウソ！

〇ハガキなどにある連絡先には連絡しない。

〇融資のために「保証金が必要」は詐欺。

〇「必ず儲かる」などうまい話はない。

〇「必ず当たる」「事前にわかる」はウソ！

〇お金を払う前に、家族に相談しましょう。

高原駐在所　　☎42-１０４１　　　　　警察相談専用窓口　　☎♯９１１０

小林警察署　　☎23-０１１０　　　　　消費者ホットライン　☎１８８

ご注意ください‼ 特殊詐欺特殊詐欺
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ほほえみ館通信
　健康に関するわだいをお届けします　『自分の健康は自分で守りましょう』

運動教室のご案内！！運動教室のご案内！！

【お問い合わせ先】ほほえみ館健康づくり推進係（☎42－４８２０）

　ほほえみ館では、和室や健康増進室を利用して、「肩こり腰痛予防教室」や「トレーニングコース」を実施していま

す。コロナ禍で生活様式の変化により、運動不足や睡眠障害、ストレスなどから肥満や高血圧、糖尿病などの生活習慣

病のリスクが高まっています。生活習慣病は自覚症状がなく進行していきます。運動を行い、生活習慣病の予防及び

改善を図るとともに、より一層の健康の保持増進・体力増強につなげてみませんか？ご利用をお待ちしております。

※注意事項※

　医師の判断で運動に制限のある方は、利用できません。

　令和３年度以降、利用のない方につきましては、新規利用となります。新規利用につきましては、利用開始前

に下記連絡先までご連絡ください。また、トレーニングコースにつきましては、混雑する時間帯があります。運

動教室の利用にあたり、教室の内容・変更・中止・再開等を「高原町メールサービス」「高原町ホームページ」「高

原町のライン公式アカウント」にてご案内いたします。

　なお、利用の際は、新型コロナウイルス感染症対策に、ご理解・ご協力をお願いします。

対 象 者

開催日時

受 講 料

肩こり腰痛予防教室

　ストレッチ、ダンベル・ラバー等を使った肩こり予防・転倒予防運動をインストラクター

等がわかりやすく指導します。体力診断システムを利用し個人の体力レベルを診断します。

30歳以上の高原町民

水曜日 ： ９時 30分～ 11 時 30分

金曜日 ： ９時 30分～ 11 時 30分

※水曜日か金曜日のどちらかで利用指定しています。

無料

内　　容

対 象 者

開催日時

受 講 料

トレーニングコース

町民の方：１回 100 円　　町外在住者で町内に勤務の方：１回 200 円

※10 回分と 20 回分のチケットも購入できます。

18歳以上の高原町民および高原町内に勤務されている方　※ただし、高校在学者を除く

火曜日 ： 17 時 30分～ 21 時 00分

木曜日 ： 17 時 30分～ 21 時 00分

土曜日 ： 13 時 00分～ 18 時 00分

※ストレッチ教室の時間帯を除き、時間内であればいつでも利用できます。（１回 90 分以内）

内　　容

★　インストラクターによる 15 分ストレッチ教室

　火曜日・木曜日　18 時 30 分～　　　　土曜日　14 時 00 分～

　※希望者に応じて実施。都合により中止・変更する場合があります。ストレッチ実施中

　　はトレーニングコースの受付はできません 。

★　個人に応じたトレーニングプログラムを作成。エルゴやトレッドミル等の 10 種類以上

　のマシンを使ったトレーニング方法をインストラクター等がわかりやすく指導します。
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まちの掲示板Town　Information

  お問い合わせ先

  　町民福祉課　保険係　　　☎42-１０６７

　第三者の行為による事故等でケガをしたと

き、国民健康保険を使って病院で治療を受ける

場合には、届出が義務付けられています。

　本来、交通事故や傷害事件等で、他人（第三者）

からケガを被ったときの医療費は、当事者間で

話し合い、解決することが原則です。

　しかし、被害者が一時的に治療費を負担する

ことが困難な場合は、事前に町民福祉課保険係

に連絡し「第三者行為による傷病届」等を提出す

ることで、国民健康保険で治療を受けることが

できます。

　この場合の国民健康保険で負担した医療費に

ついては、後日、過失割合に応じて高原町から加

害者に請求します。「第三者行為による傷病届」

の作成については、加入されている損害保険団

体等が支援してくれる場合がありますので、ご

相談ください。

　なお、交通事故による届出には交通事故証明

書が必要です。交通事故にあったら、すぐに警察

に届出をしましょう。

第三者行為による事故例

　〇他人の飼い犬にかまれた

　〇交通事故にあった

　〇傷害事件にまきこまれた

　〇飲食店での食中毒

　〇けんか等の暴力行為による受傷

　〇バス車内における乗客転倒事故

国民健康保険は使えない例

　〇加害者から治療費を受け取っていたり、示

　談が成立している場合

　〇本人が飲酒運転、無免許運転等の違法行為

　によりケガなどをしていた場合

第三者行為による事故等での
　国民健康保険の利用について
第三者行為による事故等での
　国民健康保険の利用について
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○
○
○

や
あ
や
あ
と
マ
ス
ク
は
ず
し
て
年
賀
か
な

手
を
合
は
せ
二
人
で
迎
ふ
初
日
か
な

除
夜
釜
の
埋
め
火
つ
な
が
る
初
手
前

返
り
花
忘
れ
か
け
て
た
友
お
も
う

は
つ
春
や
一
番
列
車
汽
車
の
旅

太
刀
ふ
る
子
歴
史
を
繋
ぐ
里
神
楽

颪お
ろ
し

受
け
大
根
や
ぐ
ら
は
天
を
突
く

と
も
か
く
も
先
づ
は
庭
掃
く
初
仕
事

お
か
わ
り
の
大
根
み
そ
汁
い
ろ
り
鍋

寒
舞
台
躍
る
翡カ

ワ
セ
ミ翠
魚
を
追
う

佐
土
原　

武　

幸

横　

田　
　
　

修

内　

村　

登
志
美

入　

佐　

典　

子

岩　

﨑　

富
美
子

小　

村　

明　

子

今　

西　

由
美
子

坂　

元　

孝　

徳

田　

中　

廣　

子

中　

園　

直　

子

一
月
号 

　
　
　
高
原

●
●
●
●

●
●

●●●●●

の り し ろ

の り し ろ

り

お

ま

や

ろ

し

り

の

高原町大字西麓８９９番地

高　妻　経　信  行

～「町民の声」～

（取扱い　総合政策課地域政策係）

高原町長

　町政に関するご提言・ご提案など皆
さまが日ごろの生活の中で、お気付き
のことや、お考えになっていることを、
この用紙によりお寄せください。なお、
お寄せいただいたご提言などは、個人
情報に十分注意しながら、その要旨を
町ホームページや、広報紙などで公表
させていただくことがありますので、
あらかじめご了承いただきますようお
願いします。
※提言者の氏名・住所の記載がない場

合は、回答ができませんので氏名・住
所等の記載をよろしくお願いします。

※「町民の声」担当窓口

　〒889－4492
　高原町大字西麓８９９番地
　高原町役場総合政策課地域政策係

　電話番号 0984（42）２１１５（内線226）

「町民の声」募集!!「町民の声」募集!!・ ・・ ・８ ８ ９ ４ ４ ９ ０
料金受取人払

都城支店
承　認

差出有効期限
令和5年
2月28日まで

切手は
不要です。
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広報たかはる 10



た
か
は
る
よ
り
ど
り
交
流
市
開
催

〇
日
時
　
１
月
15
日｟
日
｠　
午
前
８
時
30
分
～
午
前
11
時

〇
場
所
　
高
原
町
中
央
商
店
街

〇
イ
ベ
ン
ト
　
椎
茸
コ
マ
う
ち
体
験｟
無
料
・
無
く
な
り
次
第
終
了
｠

〇
そ
の
他

☆
出
店
者
・
出
店
企
業
募
集
中
！
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
も
活
用
で

き
ま
す
。お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
交
流
市
の
内
容
に
関
す
る
情
報
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
「
た
か
は
る

よ
り
ど
り
交
流
市
」を
チ
ェ
ッ
ク
！

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
た
か
は
る
よ
り
ど
り
交
流
市
事
務
局
　

　
☎
０
９
０-

６
０
１
７-

８
５
３
２

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

　
自
筆
の
遺
言
書
は
法
務
局
で
長
期
間
保
管
で
き
ま
す
。

　
宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局
で
は
申
請
方
法
な
ど
分
か
り
や
す

く
ご
説
明
し
て
お
り
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
費
用
　
３
，９
０
０
円｟
未
完
成
の
遺
言
書
は
不
可
｠

○
そ
の
他
　
死
亡
時
通
知
も
利
用
で
き
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局
　
☎
０
９
８
６-

22-

０
４
９
０

ガイドブック

お
知
ら
せ

まちの掲示板Town　Information

の り し ろ

の り し ろ

り

お

ま

や

ろ

し

り

の

高原町大字西麓８９９番地

高　妻　経　信  行

～「町民の声」～

（取扱い　総合政策課地域政策係）

高原町長

　町政に関するご提言・ご提案など皆
さまが日ごろの生活の中で、お気付き
のことや、お考えになっていることを、
この用紙によりお寄せください。なお、
お寄せいただいたご提言などは、個人
情報に十分注意しながら、その要旨を
町ホームページや、広報紙などで公表
させていただくことがありますので、
あらかじめご了承いただきますようお
願いします。
※提言者の氏名・住所の記載がない場

合は、回答ができませんので氏名・住
所等の記載をよろしくお願いします。

※「町民の声」担当窓口

　〒889－4492
　高原町大字西麓８９９番地
　高原町役場総合政策課地域政策係

　電話番号 0984（42）２１１５（内線226）

「町民の声」募集!!「町民の声」募集!!・ ・・ ・８ ８ ９ ４ ４ ９ ０
料金受取人払

都城支店
承　認

差出有効期限
令和5年
2月28日まで

切手は
不要です。
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最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

高
原
町
育
英
資
金
制
度
に
つ
い
て

　
高
原
町
で
は
、
高
校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
、
各
種
学
校
、
短
大
、
大
学
に
在

学
す
る
生
徒
又
は
学
生
で
、
経
済
的
理
由

に
よ
り
修
学
が
困
難
な
方
に
対
し
、
育
英

資
金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
申
請
資
格
者

　
次
の
全
て
を
満
た
す
方
に
対
し
て
、

貸
付
を
行
い
ま
す
。

・
本
町
に
３
年
以
上
在
住
す
る
方

・
向
学
心
に
富
み
、品
行
方
正
な
方

・
在
学
学
校
長
の
推
薦
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
方

○
貸
付
金
額

　
〖
大
学
生
〗

　 

月
額
　
３
０
，０
０
０
円

　
〖
高
等
専
門
学
校
生
〗

　 

月
額
　
１
５
，０
０
０
円

　
〖
専
修
学
校
生
及
び
各
種
学
校
生
〗

　 

月
額
　
２
０
，０
０
０
円

　
〖
高
等
学
校
生
〗

　 

月
額
　
１
０
，０
０
０
円

※

各
種
学
校
生
に
関
し
て
は
高
等
学

校
を
卒
業
し
、
修
業
年
限
２
年
以
上
の

方
。

○
貸
付
利
子
　
無
利
子

○
貸
付
期
間

　
　
正
規
修
業
期
間
満
了
の
月
ま
で

○
償
還
方
法

　
正
規
修
業
期
間
満
了
の
月
の
翌
月

か
ら
貸
付
期
間
の
２
倍
に
相
当
す
る

期
間
に
月
賦
均
等
償
還

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
総
務
課
学
校
教
育
係

　
☎
42‐

１
４
８
４

公
共
職
業
訓
練
校
訓
練
生
募
集

　
小
林
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
求
職
中

の
方
が
職
業
に
必
須
な
知
識
・
技
能
を

習
得
し
、早
期
就
職
を
促
進
す
る
た
め
に
、

「
仕
事
に
役
立
つ
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
」
の

訓
練
を
３
月
か
ら
開
講
い
た
し
ま
す
。

○
訓
練
日
時

　
３
月
28
日｟
火
｠～
７
月
27
日｟
木
｠

　
月
～
金
曜
日｟
土
日
祝
、訓
練
休
除
く
｠

　
午
前
９
時
20
分
～
午
後
３
時
50
分

○
定
員
　
15
名

○
費
用
　
受
講
料
無
料

※

テ
キ
ス
ト
代
６
，
４
９
５
円
、
資
格

取
得
｟
任
意
受
験
｠
に
係
る
費
用
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

〇
募
集
期
間
　
３
月
６
日｟
月
｠ま
で

※

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
林
で
受
付
を
行
い

ま
す
。
相
談
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
の

で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〇
選
考
日
　
３
月
10
日｟
金
｠

〇
そ
の
他

　
詳
細
は
、
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定

所
及
び
訓
練
校
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
林

　
☎
23‐

２
１
７
１

　
小
林
高
等
職
業
訓
練
校

　
☎
23‐

６
８
０
０

に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
お
手
紙
募
集

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
番
組「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ

こ
ろ
の
旅
」で
は
、俳
優
の
火
野
正
平
さ
ん

が
視
聴
者
か
ら
の
お
手
紙
を
も
と
に
旅

を
し
ま
す
。番
組
で
は
、あ
な
た
の
思
い
出

の
風
景
や
景
色
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
応
募
方
法

　
ハ
ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
応
募
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
番
組

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
応
募
締
切
　
２
月
27
日｟
月
｠必
着

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０‐

０
６
６‐

０
６
６

募
　
　
集

Town　Information まちの掲示板
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て

　
仕
事
や
学
業
な
ど
で
、
平
日
の
開
庁
時
間
内
に
窓
口
へ
来
ら
れ

な
い
方
の
た
め
、
左
記
の
日
程
で
窓
口
時
間
の
延
長
と
休
日
の
窓

口
開
設
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

〖
１
月
の
延
長
窓
口
〗

○
日
時
　
１
月
12
日
｟
木
｠
、19
日
｟
木
｠　
午
後
５
時
15
分
～
午
後
７
時

○
場
所
　
高
原
町
役
場
１
階
　
町
民
福
祉
課
住
民
係

〖
１
月
の
休
日
開
庁
〗　※

事
前
予
約
が
必
要

○
日
時
　
1
月
29
日｟
日
｠　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
｟
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
｠

○
場
所
　
高
原
町
役
場
１
階
　
町
民
福
祉
課
住
民
係

○
予
約
締
切
日
　
1
月
25
日｟
水
｠　
午
後
５
時
ま
で

　※

定
員
に
な
り
次
第
、予
約
を
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
注
意
事
項

・
休
日
開
庁
に
つ
い
て
は
予
約
制
で
す
の
で
、
必
ず
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。事
前
予
約
が
０
件
の
場
合
、開
庁
い
た
し
ま
せ
ん
。

・
正
面
玄
関
は
施
錠
さ
れ
て
い
る
た
め
、
役
場
西
側
｟
守
衛
室
側
｠
か

ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

・
窓
口
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る
手
続
き
の
み
受
付

け
ま
す
。
紛
失
等
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
再
交
付
｟
有

料
｠
は
、
平
日
の
み
の
受
付
け
と
な
り
ま
す
。
各
種
証
明
書
の
発
行

や
住
民
異
動
届
は
受
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

・
15
歳
未
満
の
方
の
手
続
き
は
、
法
定
代
理
人
の
付
き
添
い
が
必
要

で
す
。
本
町
の
シ
ス
テ
ム
に
て
同
一
世
帯
の
続
柄
が
確
認
で
き
な

い
場
合
は
、
法
定
代
理
人
と
本
人
の
関
係
を
確
認
で
き
る
戸
籍
謄

本
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
福
祉
課
住
民
係
　
☎
42-

１
０
６
７

　
Ｅ
メ
ー
ル
　cyoumin@town.takaharu.lg.jp

の り し ろ

ろ

し

り

の

の り し ろ

所 住話 電
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高
原
町
育
英
資
金
制
度
に
つ
い
て

　
高
原
町
で
は
、
高
校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
、
各
種
学
校
、
短
大
、
大
学
に
在

学
す
る
生
徒
又
は
学
生
で
、
経
済
的
理
由

に
よ
り
修
学
が
困
難
な
方
に
対
し
、
育
英

資
金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
申
請
資
格
者

　
次
の
全
て
を
満
た
す
方
に
対
し
て
、

貸
付
を
行
い
ま
す
。

・
本
町
に
３
年
以
上
在
住
す
る
方

・
向
学
心
に
富
み
、品
行
方
正
な
方

・
在
学
学
校
長
の
推
薦
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
方

○
貸
付
金
額

　
〖
大
学
生
〗

　 

月
額
　
３
０
，０
０
０
円

　
〖
高
等
専
門
学
校
生
〗

　 

月
額
　
１
５
，０
０
０
円

　
〖
専
修
学
校
生
及
び
各
種
学
校
生
〗

　 

月
額
　
２
０
，０
０
０
円

　
〖
高
等
学
校
生
〗

　 

月
額
　
１
０
，０
０
０
円

※

各
種
学
校
生
に
関
し
て
は
高
等
学

校
を
卒
業
し
、
修
業
年
限
２
年
以
上
の

方
。

○
貸
付
利
子
　
無
利
子

○
貸
付
期
間

　
　
正
規
修
業
期
間
満
了
の
月
ま
で

○
償
還
方
法

　
正
規
修
業
期
間
満
了
の
月
の
翌
月

か
ら
貸
付
期
間
の
２
倍
に
相
当
す
る

期
間
に
月
賦
均
等
償
還

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
総
務
課
学
校
教
育
係

　
☎
42‐

１
４
８
４

公
共
職
業
訓
練
校
訓
練
生
募
集

　
小
林
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
求
職
中

の
方
が
職
業
に
必
須
な
知
識
・
技
能
を

習
得
し
、早
期
就
職
を
促
進
す
る
た
め
に
、

「
仕
事
に
役
立
つ
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
」
の

訓
練
を
３
月
か
ら
開
講
い
た
し
ま
す
。

○
訓
練
日
時

　
３
月
28
日｟
火
｠～
７
月
27
日｟
木
｠

　
月
～
金
曜
日｟
土
日
祝
、訓
練
休
除
く
｠

　
午
前
９
時
20
分
～
午
後
３
時
50
分

○
定
員
　
15
名

○
費
用
　
受
講
料
無
料

※

テ
キ
ス
ト
代
６
，
４
９
５
円
、
資
格

取
得
｟
任
意
受
験
｠
に
係
る
費
用
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

〇
募
集
期
間
　
３
月
６
日｟
月
｠ま
で

※

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
林
で
受
付
を
行
い

ま
す
。
相
談
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
の

で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〇
選
考
日
　
３
月
10
日｟
金
｠

〇
そ
の
他

　
詳
細
は
、
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定

所
及
び
訓
練
校
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
林

　
☎
23‐

２
１
７
１

　
小
林
高
等
職
業
訓
練
校

　
☎
23‐

６
８
０
０

に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
お
手
紙
募
集

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
番
組「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ

こ
ろ
の
旅
」で
は
、俳
優
の
火
野
正
平
さ
ん

が
視
聴
者
か
ら
の
お
手
紙
を
も
と
に
旅

を
し
ま
す
。番
組
で
は
、あ
な
た
の
思
い
出

の
風
景
や
景
色
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
応
募
方
法

　
ハ
ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
応
募
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
番
組

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
応
募
締
切
　
２
月
27
日｟
月
｠必
着

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０‐

０
６
６‐

０
６
６

募
　
　
集
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最
終
頁
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裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

現住人口調査　令和４年12月１日現在

対前月比 対前年同月比

総人口 ８，３３６ 人 ー２６ ー１７５

男 ３，９８０ 人 ー１１ ー７３

女 ４，３５６ 人 　ー１５ ー１０２

世帯数 ３，７０１世帯 ー１６ ー４３

町の総人口

転入 　７ 出生 ５

転出 １７ 死亡 　２１

人口の動き

11月の交通事故発生状況

11月の出動状況

１１０番
　　　だより

１１９番
　　　だより

物損　　12

人身　　１ 年計　　14

年計　 107

●中央公民館図書室

　開室時間　平日　８：30 ～ 17：00　休日　10：00 ～ 16：00

　年末年始の閉室日　29 日（木）～１月３日（火）

　１月の閉室日　９日（月・祝）

　※急遽、休みになる場合がございます。ご了承ください。

●お問い合わせ先　

　教育総務課社会教育係

　☎42-１４８４

まだ見ぬ一冊に出会う旅

オススメ新着本①

寄付 社会福祉協議会へ

11 月受付分・敬称略

【遺族】　　　　【続柄】　　【故人】　　　【地区名】

中武　英理子　　夫　　　直告　　　　鹿児山区

有川　ヨネ　　　夫　　　和巳　　　　上麓区

長野　満徳　　　母　　　キミ　　　　北狭野区

松山　哲朗　　　叔母　　キミ子　　　下後川内区

黒田　ミサ子　　夫　　　繁利　　　　下広原区

久徳　敏治　　　母　　　ハルエ　　　下後川内区

山縣　浩文　　　母　　　月惠　　　　上麓区

水間　洋子　　　母　　　楠元章子　　上広原区

勝吉　正美　　　夫　　　誠　　　　　蒲牟田区

片之坂　純平　　母　　　ミチ子　　　出口区

星山　健二　　　妻　　　淳子　　　　上後川内区

香典返し

☆ありがとうございました。

役場 分館 高原小学校

高原
病院

町体
育館

図書室
★

　不審に思ったりトラブルに遭ったりした場合は、警

察相談専用電話又は最寄りの警察署や駐在所にご連絡

ください。

　11月中、高原町で火災

はありませんでした。

　引き続き火の取扱いには十分注意しましょう。

火災　　０

救急　　28 年計　 387

年計　　４

　おじいさんとおばあさんがお餅

つきの準備をしていると、お腹を

空かせたねずみがやってきたので、

もち米をあげるとねずみは大喜び。

次の日、ねずみがお餅つきを手伝

いにやってきます。ねずみが一緒

につれてきたのは十二支！どんな

お餅ができるのでしょうか…。

十二支のおもちつき

作　すとうあさえ　　絵　早川純子

自転車の鍵掛けの徹底！

●相談窓口

　警察相談専用電話　＃９１１０

　小林警察署　☎23－０１１０ 

　自転車盗難は、鍵を掛けていない自転車が被害に遭

いやすいという特徴があります。

　令和４年10月末現在の県内における自転車盗難の被

害件数は807件で、昨年比では＋158件と大きく増加し

ており、自転車盗難被害のうち73.5％の593件が鍵を掛

けていない状態で被害に遭っています。

　また、中高生の被害が全体の約半数を占めています。

鍵掛の重要性を考え、防犯に務めましょう。

0
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令和４年自転車盗難件数（月別）
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1 月のカレンダー

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
良
き
新
春
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
と
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
表
紙
は
、
国
の

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定

さ
れ
て
い
る
神
楽
の
写
真
で
す
。

『
広
報
の　

表
紙
に
神
楽　

 

冬
が
来
た
』

　

こ
れ
は
、
第
39
回
全
国
児
童
生

徒
俳
句
大
会
に
お
い
て
入
選
さ
れ

た
竹
之
下
友
奈
さ
ん 

（
並
木
区
） 

の
作
品
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
広
報
紙
を
見
て

く
だ
さ
る
皆
さ
ん
が
、
広
報
紙
に

よ
り
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
、
高

原
町
の
良
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け

て
い
る
こ
と
は
大
変
嬉
し
く
、
励

み
に
も
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
よ
り
良
い
広
報
紙
を

お
届
け
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今

年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

 

石
ヶ
野

日 曜 内　　容 場　　所 時　間 担当課

8 日
リサイクル・有害・その他
ごみの日

各リサイクル
集積所 7:30 ～ 9:00 町民福祉課

9 月
● 成人の日

もやせるごみの日
（祝日収集）

もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

10 火

古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

母子健康手帳交付 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

11 水

廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

消費生活相談 役場会議室 10:00 ～ 15:00 総合政策課
生涯学習講座
（ボランティア） 中央公民館 9:30 ～ 11:00 教育総務課

12 木

古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

人権相談 ほほえみ館
会議室 10:00 ～ 15:00 総合政策課

民児協定例会 ほほえみ館
中研修室 13:30 ～ 16:30 社会福祉協

議会
生涯学習講座（手話） 中央公民館 9:30 ～ 11:00 教育総務課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

肺がんCT集団検診 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30
受付 ほほえみ館

フードドライブ 役場玄関前 10:00 ～ 16:00 町民福祉課

13 金
古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区

の各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

14 土
トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 ほほえみ館

むじっ子成長発達相談会 ほほえみ館 9:00 ～ 12:00 ほほえみ館

15 日

16 月 子宮がん乳がん集団検診 ほほえみ館 9:00 ～ 15:30
受付 ほほえみ館

17 火
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

3歳6か月児健診 ほほえみ館 13:00 ～ 13:30
受付 ほほえみ館

18 水

オレンジカフェたかはい
さの

南狭野区
東前野 14:00 ～ 16:00 ほほえみ館

廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

19 木 トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

20 金 肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

21 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 ほほえみ館

22 日 集団健（検）診 ほほえみ館 8:30 ～ 10:00
受付 ほほえみ館

23 月

日 曜 内　　容 場　　所 時　間 担当課

24 火

オレンジカフェたかはい
上麓 霧島団地前 10:00 ～ 12:00 ほほえみ館

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

母子健康手帳交付 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館
皇子原学園
（史跡・遺跡めぐり）

ほほえみ館
または現地

9:00 ～ 12:00
（予定） 教育総務課

25 水
廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

むじっ子成長発達相談会 ほほえみ館 9:00 ～ 12:00 ほほえみ館

26 木

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

もぐもぐ大すき教室 ほほえみ館 10:00 ～ 11:30 ほほえみ館

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

27 金 肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

28 土
トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 ほほえみ館

生涯学習講座（健幸） 高原中
グラウンド 10:00 ～ 12:00 教育総務課

29 日

30 月

31 火 トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

2 月のカレンダー

1 水
もやせないごみの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

2 木
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

生涯学習講座（手話） 中央公民館 9:30 ～ 11:00 教育総務課

3 金 肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

4 土
トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 ほほえみ館

むじっ子成長発達相談会 ほほえみ館 9:00 ～ 12:00 ほほえみ館

5 日

6 月

7 火
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

皇子原学園（人生講話） ほほえみ館 9:30 ～ 11:00 教育総務課

今月は、町県民税（4期）、国民健康保険税（8期）、

後期高齢者医療保険料（7期）、

介護保険料（8期）の納期です。

高原町ホームページ
ＱＲコード
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広
報

高原の神舞（狭野神楽、祓川神楽）高原の神舞（狭野神楽、祓川神楽）

狭野神楽

　12 月３日、狭野神社第２鳥居前で狭野神楽が奉納

されました。

　真剣を手に勇壮に舞う舞手、そして舞が終わると

自然と拍手が沸き起こり、舞手と観覧者が一体とな

り神楽を盛り上げていました。

狭野神楽

　12 月３日、狭野神社第２鳥居前で狭野神楽が奉納

されました。

　真剣を手に勇壮に舞う舞手、そして舞が終わると

自然と拍手が沸き起こり、舞手と観覧者が一体とな

り神楽を盛り上げていました。

高原の

祓川神楽

　12 月 10 日、祓川神楽殿で祓川神楽が奉納され、大

勢の方が夜遅くまで神楽を見守っていました。　祓

川神楽の中でも多くの人が楽しみにしている「中入

（十二人剱）」では、真剣を手に 12 人の舞手が素早く

動きながら場所を入れ替わる舞に、多くの方が感動

していました。

祓川神楽

　12 月 10 日、祓川神楽殿で祓川神楽が奉納され、大

勢の方が夜遅くまで神楽を見守っていました。　祓

川神楽の中でも多くの人が楽しみにしている「中入

（十二人剱）」では、真剣を手に 12 人の舞手が素早く

動きながら場所を入れ替わる舞に、多くの方が感動

していました。
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